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　佐多地区の秋季畜産共進会が８月 23日、佐多畜産集合施設で開催されま
した。写真は、審査のため出品牛を整列させる「引き出し」の様子です。夏
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現
庁
舎
の
耐
震
性
に
つ
い
て

な
ぜ
今
、
耐
震
化
な
の
か

庁
舎
の
耐
震
化
に
は

　

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か

役
場
本
庁
舎
の
耐
震
化

（
耐
震
補
強
工
事
か
新
庁
舎
建
設
）

の
検
討
を
始
め
ま
し
た

　

平
成
７
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
契
機
に
建
築
物
の
耐
震
性
が

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
建
築
物
の

耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
耐
震

改
修
促
進
法
）」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
16
年
10
月
に
新
潟
県
中

越
地
震
、
平
成
17
年
３
月
に
福
岡
県
西
方

沖
地
震
、
平
成
20
年
６
月
に
岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震
な
ど
大
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
更
に
平
成
23
年
３
月
、
こ
れ
ま
で
の

想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
大
地
震
は
い
つ

ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
あ
る
と
の
認
識
が
広
ま
り
、
耐
震
改
修

促
進
法
が
改
正
さ
れ
る
な
ど
、
建
築
物
の

耐
震
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
全
国
的
に

強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
今
年
４
月
、
最
大
震

度
７
を
２
回
記
録
し
た
熊
本
地
震
が
発
生

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
で
あ
る
と
と

も
に
、
災
害
発
生
時
の
応
急
対
策
や
災
害

復
旧
の
た
め
の
拠
点
で
あ
る
庁
舎
が
損
壊

し
、
そ
の
様
子
が
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ

ま
し
た
。

　

隣
接
県
で
の
大
地
震
発
生
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
県
内
で
も
庁
舎
の
耐
震
化
に
向

け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

程
度
で
人
命
に
被
害
が
出
る
ほ
ど
の
倒
壊

を
生
じ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
、
地
震
直

後
の
施
設
利
用
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

熊
本
地
震
で
も
、
新
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
た
建
物
の
天
井
が
落
ち
た
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
井
が
落
ち
て
こ
な

い
よ
う
に
補
強
す
る
工
事
も
あ
り
ま
す

が
、
一
旦
、
全
て
の
天
井
を
取
り
外
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
庁
舎
機
能
を
ど
こ

か
へ
移
転
し
て
の
工
事
と
な
り
、
手
間
や

費
用
を
考
え
る
と
、
本
庁
舎
の
天
井
の
耐

震
化
は
、
現
実
的
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
耐
震
補
強
工
事
に

な
る
か
と
い
う
と
、
油
圧
式
の
伸
縮
器
を

用
い
た
制
震
装
置
を
と
り
つ
け
、
地
震
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
こ
と
で
地
震
時
の

揺
れ
を
低
減
す
る
「
ト
グ
ル
制
震
構
法
」

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
外
付
け
フ
レ
ー
ム
耐
震
補
強

工
法
や
鋼
板
等
で
柱
を
巻
く
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
工

　

役
場
本
庁
舎
は
、
昭
和
48
年
に
竣
工
、

そ
の
後
42
年
が
経
過
し
、
旧
耐
震
基
準
で

あ
る
昭
和
56
年
以
前
の
建
築
で
あ
っ
た
た

め
、
平
成
21
年
度
に
耐
震
診
断
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
の
よ
う
な
震
度
６
か
ら
７
の

地
震
が
起
き
た
場
合
、
倒
壊
の
危
険
性
が

高
く
、
大
規
模
な
被
害
を
受
け
る
可
能
性

が
高
い
と
い
う
診
断
結
果
が
出
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
自
体
の
強
度
が

弱
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
耐
震
補
強
工
事

を
行
っ
て
も
建
物
自
体
の
長
寿
命
化
に
は

な
り
に
く
い
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま

す
。

　

本
町
は
、
小
・
中
学
校
施
設
を
優
先
的

に
平
成
15
年
度
か
ら
、
耐
震
診
断
及
び
耐

震
補
強
工
事
を
開
始
し
、
学
校
施
設
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
新
し
い
耐

震
基
準
（
新
耐
震
基
準
）
に
基
づ
き
、
耐

震
化
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
24
年
度
に
か
け
て
、
外
壁
や
内
装
、

空
調
等
の
改
修
事
業
を
約
1
億
２
千
万
円

か
け
て
実
施
し
ま
し
た
が
、「
庁
舎
の
耐

震
化
は
一
番
最
後
に
」
と
い
う
考
え
や
当

時
の
財
政
状
況
等
の
問
題
か
ら
、
庁
舎
の

耐
震
化
は
先
送
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
折
に
熊
本
地
震
が
発
生
し
、

防
災
拠
点
と
し
て
庁
舎
機
能
の
重
要
性
が

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
強
度
不
足
で

あ
る
本
庁
舎
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
耐
震

化
し
て
い
く
か
が
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

背
景

トグル制震構法による耐震補強

役場本庁舎

　

本
庁
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
大
き

く
分
け
る
と
「
既
存
庁
舎
の
耐
震
補
強
工

事
」
か
、「
新
庁
舎
建
設
」
の
２
択
に
な

り
ま
す
。

　

先
ず
、
耐
震
補
強
工
事
と
は
、
新
耐
震

基
準
を
満
た
す
よ
う
な
補
強
工
事
を
意
味

し
ま
す
。
新
耐
震
基
準
と
は
、「
震
度
６
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「
庁
舎
整
備
事
業
有
識
者
検
討

委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

耐
震
補
強
工
事
、
新
庁
舎
建
設
ど
ち
ら

に
し
て
も
町
と
し
て
は
、
多
額
の
資
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
資
金
を
ど
の
よ

う
に
し
て
調
達
す
る
の
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
実
質
的
な
町
の
負
担
が
少
な
く
な

る
「
合
併
特
例
債
」
を
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
と
は
、
平
成
の
大
合
併
を

し
た
市
町
村
が
対
象
事
業
費
の
95
％
を
借

入
で
き
る
地
方
債
で
、
後
年
度
に
利
息
を

含
め
た
返
済
額
の
う
ち
70
％
が
地
方
交
付

税
と
し
て
、
返
済
が
終
わ
る
ま
で
措
置
さ

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
町
が
合
併
特
例
債
を
活
用

で
き
る
期
限
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

耐
震
補
強
工
事
に
よ
る
耐
震
化
を
行

う
場
合
、
ど
こ
ま
で
耐
震
化
を
行
う
か

難
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で

は
、
ト
グ
ル
制
震
構
法
に
よ
る
耐
震
補
強

と
外
壁
塗
装
及
び
屋
上
防
水
工
事
を
実

施
す
る
計
画
で
す
。
工
事
費
は
概
算
で

３
億
５
千
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
方
、
新
庁
舎
建
設
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
建
設
場
所
や
庁
舎
の
規
模
、

事
業
費
な
ど
具
体
的
な
事
項
を
協
議
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

先
ず
は
、
耐
震
補
強
工
事
、
新
庁
舎
建

設
、
い
ず
れ
の
方
法
で
庁
舎
を
耐
震
化
す

る
か
、
合
併
特
例
債
の
活
用
期
限
が
迫
っ

て
い
る
た
め
、
今
年
12
月
ま
で
に
方
針
を

決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

後
世
に
残
す
町
の
財
産
と
し
て
、
ま

た
防
災
拠
点
と
し
て
庁
舎
は
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
、
本
庁
舎
の
耐
震
化
に
つ
い

て
、
次
の
３
つ
の
組
織
で
検
討
を
始
め
ま

し
た
。

一
、�

町
内
各
種
団
体
の
代
表
者
30
人
で
組

織
さ
れ
た
「
庁
舎
整
備
事
業
有
識
者

検
討
委
員
会
」

二
、�

町
議
会
議
員
で
組
織
さ
れ
た
「
庁
舎

の
あ
り
方
等
調
査
検
討
特
別
委
員

会
」

三
、�

町
三
役
を
含
め
た
課
長
等
で
組
織
さ

れ
た
「
庁
舎
検
討
委
員
会
」

　

町
民
み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
に
大
き
な

意
味
が
あ
り
ま
す
。
本
町
の
現
状
や
課
題

を
冷
静
に
分
析
し
、
本
町
の
将
来
の
展
望

を
描
き
、
進
む
べ
き
方
向
を
考
え
る
一
つ

の
材
料
と
し
て
、
庁
舎
の
耐
震
化
問
題
を

捉
え
て
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
舎
の
あ
り
方
の
議
論
に
と
ど
ま
ら

ず
、
本
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
協
議
の
場

を
つ
く
り
、
広
く
町
民
に
広
報
し
、
そ
し

て
様
々
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
各
種
団
体
の
代

表
の
方
で
組
織
さ
れ
た
「
庁
舎
整
備
事
業

有
識
者
検
討
委
員
会
」
で
検
討
し
て
い
た

だ
く
形
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
庁
舎
の
整
備
に
関
し
て
、
必
要
な
事

項
を
検
討
す
る
た
め
、「
第
１
回
庁
舎
整

備
事
業
有
識
者
検
討
委
員
会
」
が
８
月
23

日
、
役
場
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
田
町
長
が
、「
町
民
・
各
種
団
体
の

取
り
ま
と
め
役
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
き
た
い
。
非
常
に
重
要
な
役
割
に

な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
役
員
の
選
任
を
行
い
、
委
員

長
に
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
の
南
園
洋

生
さ
ん
、
副
委
員
長
に
自
治
会
長
会
連
絡

協
議
会
副
会
長
の
船
倉
浩
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

法
、
既
設
の
柱
と
一
体
と
な
る
よ
う
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
ピ
タ
コ
ラ
ム
工

法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
本
庁
舎
の
構
造

や
立
地
場
所
に
よ
り
、「
ト
グ
ル
制
震
構

法
」
が
適
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
、
平

成
21
年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
で
出
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
新
庁
舎
建
設
の
場
合
は
、
最
新

の
建
築
構
造
設
計
基
準
で
設
計
す
る
た

め
、
耐
震
性
能
は
特
段
に
向
上
し
ま
す
。

し
か
し
、
耐
震
補
強
工
事
に
比
べ
て
事
業

費
が
増
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
こ
に
建
設
す
る
か
、
庁
舎
の

規
模
や
経
費
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
決
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
耐
震
化
案
、

そ
れ
に
関
連
す
る
事
業
費
や
財
源
に
つ
い

て
事
務
局
が
説
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

質
疑
や
意
見
交
換
を
行
い
、
現
庁
舎
の
問

題
箇
所
を
確
認
し
な
が
ら
見
て
回
り
ま
し

た
。

12
月
を
目
途
に
方
針
決
定

　

検
討
委
員
会
は
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
11
月
に
町
長
へ
答
申
す
る
予

定
で
す
。
そ
の
答
申
や
庁
舎
の
あ
り
方
等

調
査
検
討
特
別
委
員
会
、
庁
舎
検
討
委
員

会
で
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、「
耐
震
補

強
工
事
」
か
「
新
庁
舎
建
設
」
か
、
い
ず

れ
の
方
法
で
本
庁
舎
を
耐
震
化
し
て
い
く

か
、
12
月
に
方
針
が
決
定
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

そ
し
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
平
成
31

年
度
に
は
耐
震
化
を
終
え
る
予
定
で
す
。

　

検
討
委
員
会
で
行
わ
れ
た
説
明
や
質
疑

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

庁舎整備事業有識者検討委員会の様子

本
庁
舎
の
耐
震
化
の
財
源
は
？

耐
震
補
強
工
事
か
新
庁
舎
建
設

３
つ
の
組
織
で
検
討
を
始
め
ま
し
た

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
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委
員　
庁
舎
の
耐
震
化
は
、
新
築
の
方

向
で
動
い
て
い
る
の
か
？

事
務
局　
耐
震
補
強
工
事
を
す
べ
き
か
、

新
築
す
べ
き
か
、
様
々
な
意
見
を
出
し

て
頂
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
協
議
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

委
員　
現
庁
舎
は
、
中
央
公
民
館
も
兼

ね
て
い
る
。
仮
に
新
築
と
な
っ
た
場
合
、

着
工　

昭
和
47
年
12
月
１
日

竣
工　

昭
和
48
年
11
月
15
日

階
数　

地
上
３
階
、
地
下
１
階

　
　
　

地
上
高　

13
・
７
ｍ

　
　
　

地
下
深　

３
・
５
ｍ

建
築
面
積　

１
、２
８
９
㎡

延
面
積　

３
、５
９
０
・
97
㎡

事業実施時期 平成 31年度まで 平成 32年度以降
耐震化案 現庁舎の耐震補強工事 新庁舎建設 新庁舎建設
事業費 ① ３５０，０００千円 ※１，３００，０００千円 ※１，３００，０００千円

財源 合併特例債 ② ３３２，５００千円 １，２３５，０００千円 ０千円
町負担 ③ １７，５００千円 ６５，０００千円 １，３００，０００千円

合併特例債償還額 ④ ３４４，６４６千円 １，３２７，３４２千円 ０千円

内訳 元金 ３３２，５００千円 １，２３５，０００千円 活用可能な地方債なし利子 １２，１４６千円 ９２，３４２千円
④に対する地方交付税措置 ⑤ ２４１，２５２千円 ９２９，１３９千円 ０千円
実質町負担　③＋④－⑤ ⑥ １２０，８９４千円 ４６３，２０３千円 １，３００，０００千円
想定耐用年数 ⑦ １５年 ６０年 ６０年
実質町負担／想定耐用年数 ⑧ ８，０６０千円／年 ７，７２０千円／年 ２１，６６７千円／年

現
庁
舎
の
概
要
に
つ
い
て

　

震
度
６
か
ら
７
の
地
震
で
は
、
大
規
模

な
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
。

現
庁
舎
の
耐
震
性

耐
震
化
案
に
つ
い
て

　
「
現
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
」
か
「
新

庁
舎
建
設
」
の
２
つ
の
案
を
軸
に
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
平
成
32
年
度
以

降
の
新
庁
舎
建
設
案
は
、
合
併
特
例
債

を
活
用
で
き
な
い
と
、
町
負
担
が
ど
れ

だ
け
増
加
す
る
か
と
い
う
視
点
で
見
て

く
だ
さ
い
。

  

事
業
費
①

　

現
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
の
事
業
費

は
、
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
現
時

点
で
の
設
計
単
価
で
試
算
し
て
あ
り
ま

す
。

　

新
庁
舎
建
設
の
事
業
費
は
、
あ
く
ま

で
も
仮
の
も
の
で
す
。
財
政
的
な
試
算

を
す
る
た
め
、
町
中
央
公
民
館
側
の
敷

地
に
、
延
面
積
３
、８
０
０
㎡
の
庁
舎
を

建
設
す
る
と
仮
の
想
定
を
し
、
１
㎡
当

た
り
の
基
準
単
価
を
乗
じ
た
も
の
を
参

考
に
、
事
業
費
は
試
算
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
造
成
・
外
構
工
事
費
、
備
品

購
入
費
、
既
存
庁
舎
解
体
工
事
費
等
は

含
ま
ず
、
純
粋
な
建
設
工
事
費
だ
け
の

概
算
事
業
費
に
な
り
ま
す
。

財政的な試算をするため、仮に建設予定地と想定した場所

■耐震化案の事業費や財源等の一覧

※新庁舎建設の事業費は、あくまでも仮のものです。

第
１
回
庁
舎
整
備
事
業
有
識
者

検
討
委
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

  

合
併
特
例
債
②

　

事
業
費
の
95
％
を
借
入
す
る
予
定
で

す
が
、
平
成
32
年
度
以
降
実
施
す
る
事

業
に
は
、
活
用
で
き
ま
せ
ん
。（
詳
細
は

ｐ
３
）

  

町
負
担
③

　

事
業
費
①
か
ら
合
併
特
例
債
②
を
差

し
引
い
た
額
に
な
り
ま
す
。

  

合
併
特
例
債
償
還
額
④

　

元
金
と
年
利
０
・
４
％
で
試
算
し
た
利

子
の
合
計
で
す
。
た
だ
し
、
現
庁
舎
の

耐
震
補
強
工
事
は
、
15
年
償
還
（
う
ち

３
年
据
置
）、
新
庁
舎
建
設
は
30
年
償
還

（
う
ち
３
年
据
置
）を
想
定
し
て
い
ま
す
。

  

地
方
交
付
税
措
置
⑤

　

合
併
特
例
債
償
還
額
④
の
70
％
が
地

方
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

  

実
質
町
負
担
⑥

　

平
成
31
年
度
ま
で
と
平
成
32
年
度
以

降
の
事
業
実
施
時
期
に
よ
る
負
担
の
違

い
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

  

想
定
耐
用
年
数
⑦　

　

耐
用
年
数
に
つ
い
て
は
、
法
律
等
で

定
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
税
制
上
で

用
い
ら
れ
る
耐
用
年
数
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

  

実
質
町
負
担
／
想
定
耐
用
年
数
⑧

　

実
質
町
負
担
⑥
を
想
定
耐
用
年
数
⑦

で
除
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

質
疑
・
意
見
の
概
要

仮
の
建
設
予
定
地

保健
センター

本庁舎

中央
公民館

図書館

武道館
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公
民
館
機
能
は
ど
う
す
る
予
定
か
。

事
務
局　
中
央
公
民
館
機
能
を
含
め
て
、

今
回
は
試
算
し
て
い
ま
す
。

委
員　
公
用
車
や
消
防
車
の
車
庫
等
の

移
転
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う

い
う
建
物
は
別
の
経
費
が
必
要
で
す
か
。

事
務
局　
仮
に
新
築
と
な
れ
ば
、
庁
舎

建
設
場
所
は
、
今
後
決
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
、
車
庫
建
設
に
つ
い
て
も

決
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
築
案
で
お

示
し
し
た
経
費
は
、
建
設
費
の
み
の
試

算
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
車
庫
等
の
建

設
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

委
員　
新
築
の
場
合
、
庁
舎
は
何
階
建

て
で
試
算
を
さ
れ
て
い
る
か
。

事
務
局　
大
ま
か
に
は
３
階
と
い
う
形

で
今
は
想
定
し
、
試
算
し
て
あ
り
ま
す
。

委
員　
地
震
・
津
波
が
く
る
と
考
え
れ

ば
新
庁
舎
建
設
、
こ
な
い
と
考
え
れ
ば
、

耐
震
補
強
工
事
の
方
が
町
の
負
担
も
少

な
く
て
良
い
。
私
た
ち
の
町
は
、
人
口

減
少
も
進
ん
で
い
る
が
、
将
来
的
に
考

え
れ
ば
新
庁
舎
を
建
設
す
る
方
が
良
い

と
思
う
。

委
員　
避
難
場
所
等
の
充
実
も
当
然
急

が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
現
在
、
耐

震
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
建
物
は
い

く
つ
あ
る
の
か
。

事
務
局　
分
か
る
範
囲
で
回
答
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
本
庁
舎
と
町
立
体
育
館
、

佐
多
支
所
の
耐
震
診
断
を
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｇ
だ
っ
た
の
が
本
庁
舎

だ
け
で
す
。

委
員　
小
学
校
と
か
、
廃
校
に
な
っ
た

学
校
の
耐
震
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

事
務
局　
次
回
の
検
討
委
員
会
で
回
答

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

委
員　
新
庁
舎
建
設
案
の
規
模
は
、
既

存
庁
舎
と
同
じ
よ
う
な
規
模
に
な
っ
て

い
る
。
少
子
化
も
進
ん
で
い
る
の
で
、

今
と
同
じ
規
模
は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
新
庁
舎
を
建
設
す
る
場
所
は
、

旧
根
占
中
学
校
跡
地
を
検
討
し
て
み
て

は
い
か
が
か
。

事
務
局　
新
庁
舎
建
設
案
で
は
、
将
来

的
に
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
を
含
め

た
複
合
施
設
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
、

広
い
方
が
良
い
の
で
は
と
い
う
案
で
す
。

建
設
場
所
に
つ
い
て
も
財
政
の
試
算
を

す
る
に
当
っ
て
、
ど
う
し
て
も
ど
こ
か

を
想
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
仮

に
図
書
館
側
の
敷
地
を
想
定
し
試
算
し

ま
し
た
。

　

お
示
し
し
た
も
の
は
、
あ
く
ま
で
も

案
な
の
で
、
今
後
ご
意
見
等
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員　
耐
震
補
強
工
事
、
新
庁
舎
建
設

ど
ち
ら
の
案
で
も
合
併
特
例
債
を
活
用

す
べ
き
。
い
ず
れ
に
し
て
も
平
成
31
年

度
ま
で
に
実
施
す
る
の
が
筋
だ
と
思
う
。

委
員　
大
き
な
危
険
性
は
な
い
と
思
う

町
民
も
い
る
。
新
庁
舎
建
設
な
り
耐
震

化
に
、
そ
れ
だ
け
の
お
金
を
使
う
必
要

が
あ
る
の
か
い
う
意
見
を
も
つ
人
が
い

る
こ
と
を
想
定
し
、
議
論
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

委
員　
い
つ
災
害
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
平
成
32
年
度
以

降
に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
案
は
や
め
て
、

合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
早
急
に
新
庁
舎
建
設
の
方
向
で
進

む
べ
き
と
思
う
。

委
員　
町
民
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施

し
て
、
こ
の
検
討
委
員
会
で
協
議
す
る

と
い
う
考
え
は
な
い
の
か
。

委
員　
関
連
し
て
、
こ
の
庁
舎
整
備
事

業
有
識
者
検
討
委
員
会
は
、
検
討
す
る

機
関
で
あ
っ
て
、
決
定
機
関
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
の
確
認
を
お
願
い
す
る
。

委
員
長　
様
々
な
意
見
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
庁
舎
整
備
事
業
有
識
者
検
討

委
員
会
で
、
一
応
方
向
性
を
決
め
て
い

た
だ
い
て
、
町
長
に
答
申
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
の
委
員
会
や
庁
舎
内
で
の

協
議
、
議
会
の
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
聞
い

て
町
長
が
判
断
し
、
議
会
や
町
民
に
提

案
・
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

委
員　
耐
震
化
の
方
針
を
決
め
な
い
で
、

町
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
、
町
が

２
分
化
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
る
。
東

日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
を
踏
ま
え
、

ど
う
す
る
か
の
方
向
性
を
町
民
に
伝
え

る
べ
き
だ
と
思
う
。

事
務
局　
こ
の
「
庁
舎
整
備
事
業
有
識

者
検
討
委
員
会
」、
議
会
で
組
織
す
る

「
庁
舎
の
あ
り
方
等
調
査
検
討
特
別
委
員

会
」、
町
の
３
役
と
課
長
等
で
組
織
す
る

「
庁
舎
検
討
委
員
会
」、
こ
の
３
つ
の
組

織
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
の
中
で
、
い
ろ
ん
な
意
見
を

出
し
合
っ
て
い
た
だ
い
て
、
11
月
を
目

途
に
、
答
申
と
い
う
形
で
意
見
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

終
的
に
は
、
町
長
が
総
合
的
に
判
断
し

て
、
方
針
を
お
示
し
す
る
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
、
今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て

い
ま
す
。

委
員　
仮
に
新
庁
舎
建
設
と
方
向
性
が

決
ま
っ
た
と
き
、
設
計
や
配
置
に
つ
い

て
は
、
別
の
検
討
委
員
会
を
つ
く
る
つ

も
り
か
。

事
務
局　
新
庁
舎
建
設
と
な
れ
ば
、
具

体
的
な
設
計
と
か
建
設
場
所
等
に
つ
い

て
は
、
再
度
、
別
な
形
で
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

委
員　
先
ほ
ど
、
建
設
場
所
に
つ
い
て

の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
そ
う
い
っ
た
検

討
は
、
こ
の
委
員
会
で
議
論
す
る
必
要

は
な
い
の
か
。

事
務
局　
ぜ
ひ
、
そ
う
い
う
意
見
も
お

聞
か
せ
い
た
だ
い
て
、
今
後
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
形
が
と
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
、
庁
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
広
報
紙
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆

様
に
ご
報
告
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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青少年の異年齢研修 観衆200人を魅了

　異年齢の青少年が集団宿泊しながら自然体験を
行い、自主性や協調性、忍耐力を培うことを目的
とした「サマーチャレンジ2016」が８月８日から
10日にかけて、宮崎県の青島で開催されました。
　本町の小学４年生から高校１年生までの34人が
参加し、互いに協力しながら青島探検や双石山（ぼ
ろいしやま）登山などを体験しました。

　根占中音楽部定期演奏会が8月6日、町中央公民
館文化ホールで開催されました。
　音楽部の皆さんは、日頃からの練習はもちろん
のこと、前々日からリハーサルを入念に行い演奏
会に臨みました。演奏会では、「アンパンマンの
マーチ」や「宝島」「涙そうそう」などの曲目が演奏
され、文化ホールに集まった子どもから大人まで
約200人を楽しませました。

サマーチャレンジ 2016 根占中音楽部定期演奏会

双石山登山を体験した児童・生徒 根占中音楽部定期演奏会の様子

健診受診率65％を目指して
鹿児島興業信用組合と健診推進の覚書締結

大きくなって帰ってきて

　本町と鹿児島興業信用組合は8月9日、特定健康
診査事業の推進に関する覚書を締結しました。こ
れは、国民健康保険や後期高齢者医療の健診を受
診した町民に、定期預金の金利を優遇するもので、
健診受診率の向上が期待されます。
　本町では、受診率の目標を65％と定め、健診の
推進をしていますが、昨年度は56.8％でした。自
分のため、家族のために健診を受診しましょう。

　大浜海岸でふ化したウミガメの放流会が８月13
日、２年ぶりに開催されました。
　放流会は、地元のボランティア団体「渚を守る
会」が実施したもので、多くの親子連れが参加し、
ふ化したばかりのウミガメの赤ちゃんを波打ち際
に放しました。
　はじめてウミガメを見た子どもも多く、夏休み
の貴重な体験となりました。

渚を守る会が２年ぶりにウミガメ放流

覚書を締結した滿田理事長と森田町長ウミガメの赤ちゃんを海へ放す子どもたち

話まちの話題
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海域環境を保持するために
町海岸清掃・ヒラメ稚魚放流

悲鳴が響き渡る スポーツ合宿誘致  功を奏す

九州大会３位入賞

　肝試し「餌食－えじき－」が8月20日・21日の両
日、旧城内小学校で実施されました。肝試しには、
小学生から大人まで176人が参加しましたが、怖
さのあまり悲鳴が絶えず、リタイアする人が続出
しました。
　この肝試しは、町民の交流の機会を増やし、ま
た自ら楽しみを作り出すことで、地域活性化につ
なげようと、町青年団が企画しました。

　ひまわり学童に通う小学生23人が8月24日、根
占の町海岸でゴミ拾いを行い、その後ヒラメの稚
魚2,000尾を放流しました。
　この事業は、豊かな人格形成と海域環境の保持
を目的として、ねじめ漁業協同組合の協力を得て、
毎年実施しています。
　参加した児童は、「他の魚に食べられないように
ね」と声をかけながら放流していました。

　第28回男子九州中学校ソフトボール大会が8月
7日から8日にかけて、日置市東市来総合運動公園
で開催され、鹿児島県代表として出場した第一佐
多中学校が第3位という立派な成績を収めました。
　その報告のため8月22日、木之下竜矢さんと木
之下亨さんが森田町長を訪ねて、「３位はうれしい
けど、あと１勝で全国大会に出場できたと思うと
悔しい」と話してくれました。

第一佐多中ソフトボールチーム

青年団企画の肝試し「餌食－えじき－」

恐る恐る先へ進む参加者と青年団扮するゾンビ

ヒラメの稚魚を放流する児童 九州大会で 3 位入賞した第一佐多中ソフトボールチーム

同志社大学・関西外国語大学 110 人滞在
　本町では、スポーツや文化合宿の誘致を推進す
るため、従来の宿泊費助成に加えて、今年度から
助成対象を交通費にも広げ、1団体に対し上限30
万円を助成しています。誘致事業が功を奏し、同
志社大学のテニスサークルの60人が、8月17日か
らネッピー館に宿泊し合宿を行いました。
　また、22日には、関西外国語大学の50人が訪れ
ました。

合宿に訪れた同志社大学のテニスサークルの皆さん

話 まちの話題
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「楊心門」町内の選手4人が入賞 ドキドキ図書館探検

　第２回防具付全日本空手道選手権大会が７月31
日、大分県立総合体育館で開催され、本町の楊心
門から18人が15種目に出場しました。
　出場選手が総勢500人を超える中、町内の選手
４人が入賞するという立派な成績を収め、指導者
の南谷宣斉さん（南谷自治会）と入賞した４人の
児童が8月29日、大会結果の報告のために森田町
長を訪ねてくれました。

　「夏の夜のおはなし会」が８月26日、根占図書
館で開催され、48人の親子が参加しました。
　この日の図書館は、館内が暗く探検場に変身。
参加者は地図を頼りに、与えられたミッションを
ドキドキしながらクリアしていきました。
　その後、怖い話をテーマにした紙芝居や人形劇
などが行われ、参加者はいつもと違う図書館の雰
囲気を楽しんでいました。

第２回防具付全日本空手道選手権大会 夏の夜のおはなし会

（左から）立神健史郎さん、南谷武省さん、須賀雫月さん、南谷昂慶さん 図書館での探検を楽しむ様子

笑顔は人類の共通語
じんけんフェスタ 2016in 南大隅

熊本地震被災地の復興を祈って

　基本的人権の尊重とその擁護について、正し
い理解と認識を深めるため、「じんけんフェスタ
2016in南大隅」が8月28日、町中央公民館文化ホー
ルで開催されました。
　劇団「南の星座」による認知症をテーマとした
演劇や落語家三遊亭歌之介師匠による「笑顔は人
類の共通語」と題した人権啓発講演会が行われ、
人権について考える良い機会となりました。

　第一佐多中学校生徒会が8月29日、熊本地震の
義援金を佐多支所に届けてくださいました。
　何か少しでも被災地の皆さんのお役に立ちたい
と、生徒会で各学年に募金を呼びかけ、生徒らは
被災地の復興を祈って、小遣いを持ち寄ってくれ
ました。
　届けていただいた義援金は、町社会福祉協議会
を通じて日本赤十字社に送られます。

第一佐多中学校生徒会が義援金

三遊亭歌之介師匠の講演会の様子義援金を渡す永吉生徒会長（中央）と粢田副会長（左）

話まちの話題
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介護予防運動教室の開催について

合同金婚式を開催します

　包括支援センターでは、生活に欠かせない筋力を強化し、バランス能力を維持できるように、介護
予防運動教室を次のとおり開催します。参加料は１回につき 200 円で、事前に申込みが必要です。

　本町では、結婚 50年を迎えられたご夫婦の合同金婚式を次のとおり開催します。対象者と思われ
るご夫婦には、案内状を 9月 5日（月）、送付いたしました。対象と思われるご夫婦で案内状が届い
ていない場合には、ご面倒ですが、10月 20日（木）までに役場介護福祉課までご連絡ください。
◇日時　11 月 22 日（火）　午前 11時～
◇場所　総合結婚式場　二川
◇対象者�　本町に住所を有し、昭和 41年４月１日から昭和 42年３月 31日の間に婚姻届を提出され

たご夫婦
■問い合わせ先　役場　介護福祉課　℡２４－３１２６（直通）

■問い合わせ先　役場　地域包括支援センター（介護福祉課内）　℡２８－１３３３（直通）

足腰シャンシャン教室
　足腰の老化を予防するため、いすやチューブを使用し
た簡単な体操や音楽に合わせたリズム体操を行います。

　生活に欠かせない筋力を強化し、バランス能力を
維持させるための簡単な運動を行います。

場　所 曜日 開始時間

川北地区集会施設 月・金曜日 午前10時

横ビュー高原ふれあい館 月曜日 午後１時30分

城内地区集会施設 金曜日 午後１時30分

佐多交流センター 水曜日 午後１時30分

ウェルビクス運動教室

場　所 曜日 開始時間

いっでんだいでん来やん家
（根占郵便局前） 月曜日 午前10時

午後１時30分

旧宮田小体育館 木曜日 午前10時
午後１時30分

佐多交流センター 金曜日 午前10時

※介護予防運動教室の開催期間は、9月から 11月までです。また、1回あたりの時間は約 75分間です。

　教育委員会では、町制 10周年を記念して「年表で見る 南大隅の歴史」を町歴史
研究会の協力のもと作成いたしました。日本史と南大隅町の古代～現在の移り変わ
りをわかりやすくした年表、町内の文化財、学校の統廃合前の校章や校歌等の資料
がこの 1冊に集約されています。
　購入を希望される方は、教育委員会にご連絡ください。
◇規格　Ａ４版　１１４ページ
◇内容　地史概略、地史年代表、町史年表、文化財一覧、学校の校歌・校章など
◇価格　１冊１，０００円
■問い合わせ先　教育委員会　℡２４－３１６４（直通）

「年表で見る  南大隅の歴史」を販売します
教 教育委員会

介護福祉課介
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大隅広域夜間急病センターのご案内

年金のご相談は、まず予約をお願いします

ルールを守って正しいごみ出しをお願いします

　大隅広域夜間急病センターは、夜間の内科・小児科の急病患者を治療するため、大隅地域の３市５町で
運営されている診療所です。夜間の突発的な発熱や腹痛など外来により急病患者の診察を行います。
　診療時間は次のとおりですが、「昼間は仕事だから」、「明日は忙しいから」、「薬だけもらいたいから」と
いったような理由で、夜間急病センターを安易に利用するのは控えてください。
　本来昼間に受診できる人が夜間に受診されると、緊急性の高い患者の診療が遅れるなど、診療体制が維
持できなくなりかねません。正しい利用に心がけ、みんなで夜間の診療体制を守りましょう。
◇診療科目　内科・小児科
◇診療時間　年中無休　午後 7時～翌日の午前 7時（受付時間：午後 6時 30分～翌日の午前 6時 30分）
◇受診すべきか迷ったときは　�　大隅広域夜間急病センター（℡０９９４－４５－４１１９）へお電話く

ださい。※看護師等が応急処置や受診の必要性などの助言をします。
◇受診上の注意　治療は応急処置に限られます。受診後は、かかりつけ医などで改めて受診してください。
　　　　　　　　健康保険証、お薬手帳、受診料をお持ちの上お越しください。

■問い合わせ先　役場　町民保健課　℡２４－３１２５（直通）

　鹿屋年金事務所では、年金のご相談の予約制を導入しています。ご予約のお客様を優先に対応しますので、
混雑時でも基本的に待ち時間がありません。
　年金のご相談は、まず、鹿屋年金事務所へ電話でご予約ください。
◇相談時間　平日　午前8時30分～正午までと午後１時～午後５時15分まで。ただし、月曜日は午後７時まで。
　　　　　　　　　※月曜日が祝日の場合は翌営業日が午後 7時まで。
　　　　　　毎月第 2土曜日　午前 9時 30分～正午までと午後１時～午後４時まで。
◇予約可能時間
　平日　午前8時30分～午前10時30分までと午後１時30分～午後４時まで。30分単位で予約できます。
　毎月第２土曜日　午前９時30分～正午までと午後１時～午後３時15分まで。45分単位で予約できます。
◇予約方法
�　鹿屋年金事務所（℡０９９４－４２－５１２１）へお電話ください。ダイヤル後、自動音声が流れます。
最初に「１」を押してください。次の音声が流れたら「２」を押してください。そのあと相談室へつながります。
�　ご予約の際、氏名・生年月日・基礎年金番号・相談内容等を伺いますので、事前にご準備ください。
◇その他　お電話での年金相談は『ねんきんダイヤル（℡０５７０―０５－１１６５）』をご利用ください。

　分別の悪いごみは、回収できません。収集されないごみは、自治会の役員さん等が片付けされるなど、
大変な苦労をされています。出した人が責任をもって再度分別し、ごみステーションへ出してください。
◇生ごみの処理について
　現在、町民の皆様から回収した生ごみは、堆肥化を行っています。
しかし、収集された生ごみ袋の一部に、スプーンや包丁、たわし、プ
ラスチック類などが混入され、その処理に支障をきたしています。写
真のような異物が混入された生ごみが堆肥センターへ運び込まれ、機
械設備が破損し、多額の修理費が発生しています。
　また、収集作業の危険度が増しますので、絶対に異物を混入させな
いでください。
◇農業用廃プラスチックの処分について
　マルチや肥料袋等の農業用廃プラスチックは、一般ごみとしてごみステーションに出すことはできませ
ん。なんぐう農業用廃プラスチック類適正処理推進協議会が実施する「農業用廃プラスチック類の回収」
をご利用ください。回収は年３回、５月、10月、12月に実施される予定で、回収日や回収場所等については、
自治会放送等で連絡します。
　ただし、家庭菜園で使用した肥料袋等は、可燃ごみとしてごみステーションに出すことができます。

生ごみの中に入っていたもの

保町民保健課
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■問い合わせ先　 役場　 税務課 ℡２４－３１１６（直通）　 支所　 総務民生グループ ℡２６－０５１１（代表）

　トラクターやコンバイン等乗用装置のある農耕作業用等の小型特殊自動車は公道走行の有無に関わらず、軽
自動車税の課税対象です。
　新しく取得または、現在お持ちの車両でナンバープレートが付いていないものがありましたら、速やかに申
請し、標識（ナンバープレート）の交付を受けてください。

◇申請の手続き　
　役場税務課・支所に申請書がありますので、車名・車体番号を控え、印鑑を忘れずにお越しください。

※�町から交付される標識（ナンバー）は公道走行を許可するものではなく、課税標識となります。標識の交付
を受けても、田植機など公道を走行できない車両もありますのでご注意ください。

◇小型特殊自動車の区分
〇農耕作業用車
乗用の農耕作業自動車
（トラクター・薬剤散布車・コンバイン・田植機）

大きさ：制限なし　　　排気量：制限なし
※型式認定番号が「農＊＊＊＊＊」のもの

最高速度 35km/h 未満 最高速度 35km/h 以上
小型特殊自動車 大型特殊自動車

軽自動車税の対象 事業用の場合：固定資産税の対象
（償却資産） トラクター 乗用田植機

コンバイン

〇その他の小型特殊自動車
バックホー、ショベルローダ、タイヤローラ
フォークリフト、ホイールキャリアなど

※国土交通大臣の指定するキャタピラを有する自動車
  　　長さ：4.7 ｍ以下
  　　　幅：1.7 ｍ以下
  　　高さ：2.8 ｍ以下
  最高速度：15㎞ /h 以下

どれか一つでも左記に
該当しないもの

小型特殊自動車 大型特殊自動車

軽自動車税の対象 事業用の場合：固定資産税の対象
（償却資産）

ショベルローダ

バックホー

フォークリフト ホイールキャリア

※大きさと最高速度によって小型特殊自動車と大型特殊自動車に分類されます。

　個人で農業・営業・漁業所得、不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行う全ての方は、記帳と帳
簿書類の保存が必要で、義務づけられています。
　帳簿には、売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、売上先・仕入
先その他の相手方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金額等を記載します。
　記載に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく、日々の合計金額をまとめて記載するなど、簡易な方
法で記載してもよいことになっています。
※所得税及び復興特別所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

　税務署では、新しく事業を始められた方や記帳の仕方が分からない方で、記帳方法の指導を希望される
方に対して、指導機関による会計ソフトを利用した記帳指導などを無料で行っています。
　会計ソフトを利用すれば、日々の取引内容を入力するだけで、簡単に記帳できます。記帳指導を希望さ
れる方には、記帳指導を実施する指導機関をご案内しますので、鹿屋税務署までご連絡ください。
◇申込先　鹿屋税務署　℡０９９４－４２－３１２７（自動音声案内）

小型特殊自動車のナンバー登録について

個人で事業を行っている方の記帳・帳簿等の保存について

記帳指導を無料で行っています

税 税務課
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■問い合わせ先　役場　経済課　℡２４－３１２８（直通）

地　区 総頭数 売却頭数 総平均 メ　ス 去　勢
根占地区 153 頭 104 頭 767,538 円 699,383 円 821,482 円
佐多地区   51 頭 43 頭 815,907 円 746,211 円 871,083 円
肝属地区  1,335 頭 1,091 頭 778,094 円 723,264 円 824,785 円

◎南大隅町最高販売価格牛の血統等
区分 父 祖父 曽祖父 日令 体重（kg） 産次 価格

根占
メス 勝忠平 安福久 金幸 280 287 受精卵移植 1,106,000 円
去勢 松茂美 安福久 勝忠平 272 307 1 1,113,000 円

佐多
メス 華春福 第２勝王 安福久 271 310 2 951,000 円
去勢 華春福 百合茂 安糸福 285 348 3 1,011,000 円

肝属全体前月比：7,820 円高
※価格は売却分（税抜価格）

森林を伐採するには、事前に届出が必要です

南大隅町秋季畜産共進会

南大隅町子牛のセリ市情報〔平成 28 年 8 月〕

　８月 23日・26 日に、佐多畜産集合施設、花之木畜産集合施設において、南大隅町秋季畜産共進会が開催さ
れました。この共進会は、若雌を対象とした審査を行い、育成技術の向上と優良雌牛の発掘を目的に開催される
もので、今回も佐多地区・根占地区から多くの優良牛が出品され、審査の結果、次のとおり三賞が決定しました。

◎グランドチャンピオン賞　よこやま 73 号
　横山　京一さん（古里自治会）（写真中央）
◎町長賞　ありす号
　稲留　正信さん（古里自治会）（写真左）
◎鹿児島きもつき農協長賞　やすこ号
　横山　京一さん（古里自治会）（写真右）

根占地区三賞佐多地区三賞
◎グランドチャンピオン賞　ひかる 434 号
　鶴田　洋一郎さん（貫見自治会）（写真中央）
◎町長賞　ゆりこの５号
　鶴田　洋行さん（貫見自治会）（写真右）
◎鹿児島きもつき農協長賞　みどり号
　川邊　一寛さん（中原自治会）（写真左）

　町では、森林施業の標準的な方法や森林の保護などの規範等を定めた「森林整備計画」を策定し、地域の実情
に応じた適切な森林整備を推進しています。
　森林を伐採するときは、個人の森林であっても「森林整備計画」の内容に即した伐採かどうかを確認するため、
事前に「伐採及び伐採後の造林の届出書」を役場へ提出することが森林法で定められています。
　伐採後、森林以外に転用する場合も届出が必要です。森林を伐採する場合は、事前に「伐採及び伐採後の造林
の届出書」を必ず提出してください。
◇届出の方法　　届出書は、役場経済課及び支所に備えてありますが、少なくとも森林を伐採する30日前までに、
　　　　　　　必ず役場経済課へご連絡ください。その後、届出書を作成していただきます。
◇提出期間　伐採開始の 90日前～ 30日前
◇提出先　役場 経済課

経経済課
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南
大
隅
町
夏
祭
り
花
火
大
会
が
８
月
12
日
、
雄
川
河
畔
で
開

催
さ
れ
、
約
６
、０
０
０
人
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
３
、０
０
０
発
の
花
火
が
南
大
隅
の
夜
空
を
彩
り

ま
し
た
。

南
大
隅
の
夜
空
に

　
　
　

大
輪
の
華
が
咲
き
ま
し
た

等賞 金額 当選番号 備考

１等 １０，０００円

０１０６１

　商工会事務局で
ネッピー商品券と
交換します。

０３１６１
０５１０９
０５６５９
１２０７７

２等 ５，０００円 下３けた　２４６
３等 １，０００円 下２けた　　１６

　当選券は加盟店で金券として使用できます。
　大売出し加盟店でご利用ください。

４等 ５００円
下２けた　　１２
下２けた　　８５

５等 １００円 下１けた　　　０

※当選券の有効期限は、９月 30日（金）までです。

■問い合わせ先　南大隅町商工会事務局　℡２４－２３２０

ネッピー！ ハッピー！ サマーセール
〈南大隅町ネッピー商店会中元大売出し〉

ネッピー宝くじ券当選番号発表



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南南大大隅隅高高校校だだよよりり  ２０１６ 

９月号 

中学生一日体験入学，ボッケモン応援隊，雄川

フェスタ，保育園体験学習の実施報告，田代

中・錦江中３年生訪問のお知らせです。 

「中学生一日体験入学」 を実施しました 
 学校紹介               ＰＯＰ広告の作成             部活動体験               パソコン実習（ショッピングモール） 

 

 

 

 

 

 

８月４日（木）中学生一日体験入学を実施しました。来年度高校入学をひかえた中学３年生３９名が参加するなか，学校や

商業科の紹介，体験学習としてパソコン実習（ショッピングモール作成），ＰＯＰ広告作成，部活動体験を行いました。「商業の

楽しさがわかりました」「さらに南大隅高校に行きたい気持ちが強まりました」などの感想をいただき，大変嬉しく思います。中学

生のみなさんが南大隅高校への入学を数多く希望してくれることを待ち望んでおります。 

雄川フェスタ 7 月 23 日(土) 

書道部による書道パフォーマンス 
 

ボッケモン応援隊による就職面接指導 

 

 

 

 

 

８月５日（金）社会人のボランティアの方々８名の御協力

により，ボッケモン応援隊の面接指導が実施されました。最

初は緊張した面持ちの生徒たちでしたが，回を重ねる毎に

成長していく姿が見られました。 

絵本読み聞かせ（神山小学校） 
 ７月４日（月）神山小学校の１年生を対象に絵本の読

み聞かせを行いました。児童たちと交流しながら，楽し

い読み聞かせを行うことができました。 

保育園体験学習（根占保育園） 

８月８日（月）根占保育園で

４名の生徒が体験学習を行

いました。「めったに経験でき

ない保育士のお仕事を教えて

いただき，とても勉強になりま

した。学んだことを今後の進

路に活かしていきたいです。」

と感想を述べていました。 

田代中・錦江中３年生訪問 
７月１５日（金）田代中学校・錦江中学校３年生が，高校見学 

の一環で本校に訪れました。今回の訪問が，南大隅高校に関 

心をもってもらうきっかけになれば幸いです。 
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男 3,706 人
前月比 －1 人

女 4,132 人
前月比 －8 人

合計 7,838 人
前月比 －9 人

世帯 4,162 戸
前月比 ±0 戸

町の人口（9月１日現在） 町
の
動
き

　
「
町
の
動
き
」
で
は
、
役
場
町
民
保

健
課
窓
口
等
で
申
出
の
あ
っ
た
方
の

み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
方
で
も
、

希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

町社会福祉協議会  心配ごと相談日
月　日 時　間 場　所

  9 月 28 日（水） 9：00 〜 12：00 根占老人福祉センター

10 月   5 日（水） 9：00 〜 12：00 支所会議室

10 月 12 日（水） 9：00 〜 12：00 根占老人福祉センター

10 月 19 日（水） 9：00 〜 12：00 支所会議室

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

９月に納める税
◎国民健康保険税 ３期

口座振替日は９月 26 日です

在宅当番医
月　日 当番医院名 電話番号

9 月 25 日 藤崎クリニック 22-2238
10 月   2 日 津崎医院 24-2153
10 月   9 日 大根占医院 22-2658
10 月 10 日 肝属郡医師会立病院 22-3111
10 月 16 日 長浜医院 22-0137
※�諸事情により変更となる場合がありますので来院の
前にお問い合わせください。

●�応募締切　 ９ 月 30 日（金）
●抽選日　　10 月 ５日（水）　午前 10 時から
■問い合わせ・申し込み先
　役場建設課　℡２４―３１２９（直通）
　佐多支所　　℡２６―０５１１（代表）
※�申請の際には、所得証明書と納税証明書が必要となり

ますので、添付してください。

町内公営住宅入居者募集
●根占地区
■山本新町住宅（１戸）
■滑川住宅（１戸）
●佐多地区
■上之園団地（１戸）　　　■竹之浦団地（４戸）
■郡団地（６戸）　　　　　■浜団地（３戸）
■大泊団地（１戸）　　　　■伊座敷団地（１戸）
■大中尾団地（１戸）

保健・検診　■９月～10月
月　日 行事名 時　間 場　所

9月27日(火）
結果報告会

10：00 ～ 旧城内小学校体育館

13：30 ～ 旧滑川中学校体育館

ノルディック 19：00 ～ 根占ふれあいドーム

9月28日(水）
結果報告会 10：00 ～ 旧滑川中学校体育館

乳児健診 13：00 ～ 錦江町保健センター

9月29日(木）
乳児歯科検診 13：00 ～ 根占保健センター

ノルディック 19：00 ～ 佐多交流センター

9月30日(金） 結果報告会
9：30 ～ 旧宮田小学校体育館

13：30 ～ 登尾地区集会施設

10月  4日(火）
結果報告会 9：30 ～

13：30 ～ 根占保健センター

ノルディック 19：00 ～ 根占ふれあいドーム

10月  5日(水） １歳半健診 13：00 ～ 錦江町保健センター

10月  6日(木）
結核検診 9：25 ～ 根占地区巡回

ノルディック 19：00 ～ 佐多交流センター

10月  7日(金） 結核検診 9：10 ～ 根占地区巡回

10月11日(火）

結核検診 9：00 ～ 根占地区巡回

母子相談 9：30 ～ 根占保健センター

ノルディック 19：00 ～ 根占ふれあいドーム

10月12日(水） 結核検診 9：50 ～ 根占地区巡回

10月13日(木）
結核検診 10：00 ～ 根占・佐多地区巡回

ノルディック 19：00 ～ 佐多交流センター

10月14日(金） 結核検診 9：00 ～ 佐多地区巡回

都
合
に
よ
り

　
掲
載
で
き
ま
せ
ん

都
合
に
よ
り

　
掲
載
で
き
ま
せ
ん

都
合
に
よ
り

　
掲
載
で
き
ま
せ
ん
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生
活
基
本
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

総
務
省
統
計
局
（
鹿
児
島
県
）
で
は
、

10
月
20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
た
し
た
ち
が
１
日
の

内
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕
事
、
家
事
、

地
域
で
の
活
動
な
ど
に
費
や
し
て
い
る
か

や
、
過
去
１
年
間
の
自
由
時
間
に
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
調
査
し
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
対
策

な
ど
の
政
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
調
査

員
が
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま

す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
統
計
課　

人
口
労
働
統
計
係

　

℡
０
９
９
―
２
８
６
―
２
４
８
２

「
指
宿
周
遊
極
上
体
験
プ
ラ
ン
」
の

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

山
川
・
根
占
航
路
運
航
推
進
協
議
会
で

は
、
抽
選
で
南
大
隅
町
民
30
名
様
に
、
山

川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー
で
行
く
「
指
宿
周
遊

極
上
体
験
プ
ラ
ン
」
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
内
容

　

次
の
２
点
を
進
呈
し
ま
す
。

・
山
川
・
根
占
フ
ェ
リ
ー
片
道
無
料
券

・
い
ぶ
す
き
極
上
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム　
　

　
　
（
２
、１
６
０
円
相
当
）

※�

い
ぶ
す
き
極
上
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

は
、
指
宿
市
内
の
飲
食
店
や
温
泉
施

設
等
で
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
の
セ
ッ
ト
で

す
。

●
利
用
可
能
期
間

　

平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

●
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
山
川
・
根
占
航
路
運
航
推

進
協
議
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。

●
応
募
締
切

　

10
月
７
日
（
金
）
必
着

●
そ
の
他

　

当
選
者
の
発
表
は
、
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
旅
行
後
に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ご

記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１
―
０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４
番
地

　

指
宿
市
役
所
商
工
水
産
課
内

　

山
川
・
根
占
航
路
運
航
推
進
協
議
会　

　

事
務
局　

極
上
プ
ラ
ン　

係

　

℡
０
９
９
３
―
22
―
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
１
３
）　

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て

　

10
月
17
日
か
ら
23
日
は
行
政
相
談
週
間

で
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お
り
、

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
根
占
地
区
】

●
日
時
　

　

10
月
19
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
正
午

●
場
所
・
相
談
員
　

　

本
庁
和
室　

寺
園
委
員

【
佐
多
地
区
】

●
日
時

　

10
月
17
日
（
月
）

　

10
月
21
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
正
午

●
場
所
・
相
談
員

　

支
所
会
議
室　

石
田
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

町
民
保
健
課　

　

℡
２
４
―
３
１
２
５
（
直
通
）

相
続
登
記
に
つ
い
て

　

相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
る
間
に
更
に

相
続
が
発
生
す
る
と
、
相
続
人
の
人
数
が

増
え
、
登
記
手
続
き
や
費
用
に
か
か
る
負

担
が
増
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
動
産
の
売
却
や
ロ
ー
ン
の
設
定

に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
所
有
者
と
連
絡

が
と
れ
ず
、
土
地
の
荒
廃
や
災
害
復
旧
及

び
防
災
の
た
め
の
工
事
が
で
き
な
い
な
ど
の

社
会
問
題
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
た
め
、
次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
未
来
に

つ
な
ぐ
相
続
登
記
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　

℡
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
２

全
国
一
斉
！
　
法
務
局
休
日
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

　

法
務
局
で
は
、
国
民
の
皆
様
の
日
常
生

活
に
お
け
る
様
々
な
心
配
ご
と
や
悩
み
ご

と
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
次
の

と
お
り
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

事
前
予
約
の
上
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
日
時

　

10
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で

　

受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

●
場
所

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
鹿
屋
支
局

　
（
鹿
屋
合
同
庁
舎
内
：
鹿
屋
市
西
原
）

●
相
談
内
容

　

登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、

　

人
権
、
公
証

●
相
談
員

　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、

　

土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

鹿
屋
支
局　

総
務
課

　

℡
０
９
９
４
―
43
―
６
７
９
０

知お知らせ
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新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
が
就
任
し
ま
し
た

　

９
月
１
日
付
で
、
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
に

イ
ザ
ベ
ル
・
ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
が
就
任
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
出
身
で
23
歳
で
す
。

　

ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
、「
町
の
美
し
さ
と

人
々
の
や
さ
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に

英
語
を
教
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

よろしく
　お願いします

あ
り
が
と
う
、
マ
イ
ケ
ル
先
生

　

こ
の
た
び
、
ジ
ガ
ン
テ
・
マ
イ
ケ
ル

さ
ん
が
、
本
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
任
期
を
終

え
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ケ
ル
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
は

と
て
も
素
直
で
元
気
が
あ
っ
た
。
南
大

隅
町
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
訪
れ

た
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
長
崎
で
英
語
関
係
の
仕
事

を
し
な
が
ら
、
日
本
の
大
学
の
先
生
を

目
指
す
そ
う
で
す
。

ありがとう
　ございました

家族葬承ります。

ひろくま衣料部
クリーニング
ホワイト急便

衣料補整承ります
ズボン丈、袖丈詰め
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−家族葬、自宅葬から一般葬まで−

― ご家族の一人として、ご家族と共に―

なんぐう
愛・まごころ Lumiere
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真心と誠意の

　

本
町
で
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産
農
家
の
方
々
が
「
佐

多
岬
紅
は
る
か
部
会
」
を
立
ち
上
げ
、
新
品
種
導
入
や
品

質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

美
味
し
い
サ
ツ
マ
イ
モ
を
育
て
る
に
は
、
水
は
け
の
い

い
土
壌
に
植
え
付
け
、
肥
料
は
少
な
目
の
方
が
ス
ジ
が
入

り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

収
穫
後
は
約
２
か
月
ね
か
せ
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、

15
℃
以
上
で
発
芽
、
10
℃
以
下
で
腐
敗
し
始
め
る
の
で
、

13
℃
前
後
で
ね
か
す
の
が
コ
ツ
で
す
。
適
温
で
ね
か
す
こ

と
で
甘
み
が
増
し
ま
す
。

　

食
べ
る
際
は
じ
っ
く
り
焼
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、

今
回
紹
介
す
る
食
べ
方
は
、
保
存
に
も
っ
て
こ
い
、
自
然

な
の
に
と
っ
て
も
美
味
し
い
ま
る
ご
と
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
で

す
。
作
り
方
は
簡
単
。
焼
い
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
冷
ま
し
、

ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
に
入
れ
冷
凍
す
る
だ
け
で
す
。
10
分
程
度

常
温
で
解
凍
し
て
か
ら
食
べ
る
の
が
オ
ス
ス
メ
。
ぜ
ひ
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
南
大
隅
町 

観
光
協
会

　
担
当　
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
今
村
翔
子

　
　
　
℡
24
ー
３
１
２
０
（
直
通
）

町
の
旬
・
美
味
発
見
③

「
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
美
味
し
い
自
然
派

　
ま
る
ご
と
紅
は
る
か
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
」

まるごと紅はるかシャーベット

南大隅町観光協会

広 有料広告
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　　　 農園場所：鹿屋市内

※詳しい内容は、お気軽にお問合せください。

問合せ先：農園ヘルパー　テラダ屋
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こ
れ
か
ら
の
南
大
隅
町
を
想
定
し
て

郷
友
会
委
員　

宝
満 

昭
弘

　

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
情
景
を

描
く
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で

は
な
い
。
し
か
し
、
将
来
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
青
写
真
を
描
く
こ
と
は
、
個
人
差

が
大
き
く
実
現
性
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。

　

今
回
、
南
大
隅
町
の
将
来
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
ペ
ン
リ
レ
ー
に
自
分
の
感

想
を
綴
る
こ
と
は
、
大
変
に
た
め
ら
わ

れ
た
が
、
折
し
も
最
近
の
南
日
本
新
聞

の
南
大
隅
支
局
発
と
し
て
「
交
流
人
口

増
で
南
隅
創
生
へ
」
と
い
う
記
事
を
目

に
し
た
。
そ
れ
は
、
鹿
児
島
県
内
で
最

も
過
疎
高
齢
化
率
が
高
い
、
大
隅
南
部

の
南
大
隅
、
錦
江
両
町
で
観
光
地
の
整

備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
こ
の
記
事
だ
け
で
は
な

い
。
南
大
隅
町
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
、
町
興
し
を
し

よ
う
と
企
画
し
、
情
報
発
信
を
続
け
て

い
る
の
が
目
に
つ
い
て
い
る
。

　

町
長
さ
ん
は
じ
め
、
役
場
の
ス
タ
ッ

フ
、
町
議
会
、
商
工
会
、
個
人
事
業
家

の
方
々
が
懸
命
の
努
力
を
さ
れ
て
い
る

様
子
が
見
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
自
分
勝
手
に
故
郷
の
将
来

像
を
思
い
描
き
な
が
ら
ペ
ン
を
す
す
め

て
み
た
。

【
こ
れ
か
ら
の
南
大
隅
町
】

　

日
本
の
国
自
体
が
、
今
深
刻
な
人
口

減
少
に
悩
ん
で
い
る
。
こ
の
流
れ
が
急

に
改
ま
る
理
由
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た

ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
現
状
で
も
極
度

の
過
疎
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
は

ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
見
え
て
く
る
の
は

極
め
て
寂
し
い
光
景
で
あ
る
。

【
施
策
】

　

地
域
お
こ
し
の
施
策
は
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
自
治
体
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
の
特
性
を
生
か
し
た
施
策
を

講
じ
、
地
域
再
生
に
繋
げ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

　

日
本
全
体
が
超
高
齢
化
社
会
に
着
実

に
進
ん
で
い
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、

そ
ん
な
時
代
に
選
ば
れ
る
と
こ
ろ
は
ど

こ
か
？

　

高
齢
者
の
特
性
、
そ
し
て
人
間
の
本

質
に
沿
っ
た
街
づ
く
り
に
よ
っ
て
人
口

の
交
流
現
象
を
引
き
起
こ
す
し
か
な
い
。

【
人
間
の
本
質
】

　

様
々
な
事
業
を
起
こ
す
中
で
、
そ
れ

が
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
永
続
性
の

あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
や
が
て
行
き
詰

ま
る
。

　

人
間
が
選
ぶ
場
所
、
そ
れ
は
人
間
が

本
質
的
に
も
の
を
叶
え
る
場
所
で
も
あ

る
。
今
ま
で
懸
命
に
働
き
続
け
た
人
た

ち
が
高
齢
化
し
、
ふ
と
求
め
る
モ
ノ
は

癒
し
の
場
で
は
な
い
か
。

　

人
間
も
自
然
の
一
部
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
美
し
い
自
然
の
眺
め
、
美
味

し
い
食
べ
物
、
癒
さ
れ
る
温
泉
、
癒
さ

れ
る
心
、
安
心
安
全
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

場
所
、
そ
し
て
医
療
体
制
等
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
多
く
を
叶
え
て
く
れ
る
場

所
そ
れ
が
理
想
郷
と
な
る
。

【
現
状
】

　

我
が
ふ
る
さ
と
南
大
隅
町
は
、
随
所

に
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。
目
の
付
け
所
に

よ
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
魅
力
的
に
変
化

を
遂
げ
る
隠
れ
た
未
開
拓
の
自
然
も
あ

り
そ
う
で
あ
る
。
食
材
だ
っ
て
豊
富
で

あ
る
。

【
提
案
】

　

で
は
、
何
が
足
り
な
い
か
？

　

多
く
の
人
を
集
め
る
の
に
必
要
な
も

の
は
、
宿
泊
施
設
で
あ
り
、
医
療
体
制

で
あ
り
、
交
通
網
で
あ
る
。
鹿
児
島
県

の
実
情
を
見
る
と
、
高
度
の
医
療
拠
点

は
鹿
児
島
中
央
駅
周
辺
に
集
中
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
流
れ
は
強
ま
る

傾
向
に
あ
る
。
い
く
ら
地
方
に
立
派
な

建
物
を
作
っ
て
み
て
も
、
高
度
の
医
療

機
器
、
複
数
の
専
門
医
が
集
め
ら
れ
な

け
れ
ば
建
物
は
無
意
味
に
な
る
。

　

時
代
の
進
化
に
よ
り
、
ド
ク
タ
ー
へ

リ
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
活
用
で
き
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
旅
館
業
法
な

ど
の
法
的
な
絡
み
も
あ
る
が
、
余
り
あ

る
空
き
家
活
用
の
短
期
・
長
期
の
宿
泊

滞
在
施
設
は
可
能
性
が
見
出
せ
そ
う
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
南
大
隅
町
に
少
な
い
も

の
に
温
泉
が
あ
る
。
昔
か
ら
温
泉
地
は

集
客
力
が
あ
っ
た
。
今
も
本
質
的
に
そ

れ
は
変
わ
り
は
無
い
。
そ
こ
で
、
少
な

い
も
の
は
作
れ
ば
よ
い
。
何
も
新
た
に

地
下
の
深
い
と
こ
ろ
ま
で
温
泉
を
掘
り

起
こ
せ
と
は
言
わ
な
い
。
鹿
児
島
県
に

は
有
名
な
温
泉
地
が
幾
つ
も
あ
る
。
私

が
今
住
ん
で
い
る
霧
島
は
特
に
有
名
だ
。

私
が
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、
こ
れ
ら

の
温
泉
地
と
ル
ー
ト
を
結
ぶ
こ
と
で
あ

る
。

　

１
日
勝
負
で
は
な
く
、
３
～
４
日
、

１
週
間
、
或
い
は
１
か
月
と
い
う
サ
イ

ク
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
売
り
に

し
て
い
る
特
徴
を
生
か
し
て
連
携
し
、

我
が
ふ
る
さ
と
と
幾
つ
も
の
ル
ー
ト
を

作
る
こ
と
で
あ
る
。
１
つ
の
自
治
体
だ

け
で
は
、
そ
の
特
性
を
生
か
す
に
も
今

一
つ
、
予
算
な
ど
で
は
で
き
る
こ
と
に

限
り
が
あ
り
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
や
顧
客

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
に
も
限
界
が
あ
る
。

　

そ
の
ル
ー
ト
の
中
に
我
が
ふ
る
さ
と

の
非
常
に
魅
力
的
な
自
然
堪
能
を
取
り

入
れ
、
豊
か
な
食
材
に
よ
る
舌
鼓
を
提

供
し
、
そ
れ
が
心
の
癒
し
に
繋
が
れ
ば

人
類
へ
の
大
き
な
社
会
貢
献
に
も
な
る
。

　

安
定
し
た
交
流
人
口
の
確
保
に
も
繁

が
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
然
探
索
路
は

新
た
に
樹
を
植
え
る
必
要
は
な
い
。
今

あ
る
自
然
林
に
少
し
手
を
入
れ
、
自
然

を
生
か
し
、
自
生
の
樹
の
手
入
れ
を
少

し
す
る
だ
け
で
見
栄
え
は
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
る
。

　

樹
を
植
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、

浜
辺
の
松
で
あ
る
。
暇
と
時
間
が
か
か

る
が
昔
か
ら
言
わ
れ
る
白
砂
青
松
の
景

勝
を
蘇
ら
せ
て
い
く
。

　

人
が
集
客
出
来
た
ら
、
自
然
探
索
路

の
中
に
、
古
民
家
を
利
用
し
た
憩
い
の

宿
、
そ
こ
で
囲
碁
、
麻
雀
、
カ
ラ
オ
ケ
、

木
陰
に
は
そ
ば
、
う
ど
ん
店
。
中
に
は
、

営
業
マ
ン
た
ち
が
こ
こ
に
滞
在
し
て
心

を
癒
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
で
仕
事
を
し

て
貰
う
。
ま
た
古
民
家
酒
房
も
あ
れ
ば

な
お
良
い
。
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
魚

に
野
菜
を
つ
ま
み
に
し
て
、
し
み
じ
み

一
杯
や
る
の
は
高
齢
者
、
時
に
は
訪
れ

る
外
国
人
を
も
元
気
に
し
て
く
れ
そ
う

で
あ
る
。

　

静
寂
の
自
然
の
中
で
、
鳥
の
さ
え
ず

り
を
聞
き
、
蝉
の
声
を
聞
き
、
小
川
の

ほ
と
り
を
歩
き
な
が
ら
せ
せ
ら
ぎ
を
聞

く
。
疲
れ
た
ら
古
民
家
の
軒
先
で
寝
転

ぶ
。

　
『
自
然
の
宝
庫　

本
土
最
南
端

　
　

南
大
隅　

人
の
心
を
癒
す
理
想
郷
』

　

ど
う
で
し
た
か
？　

今
回
の
ガ
イ
ド

は
郷
友
会
の
委
員
で
し
た
。
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